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第 167号 法 人 け せ ん ぬ ま 令和 5年 7月 31日  2
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令
和
五
年
度
定
時
総
会

が
六

月

二
日
ゲ

ス
ト

ハ
ウ

ス
ア
ー
バ

ン
に
お

い
て
、
会
員
や
来
賓

の

気
仙
沼
税
務
署
小
橋
署
長
、
気

仙
沼
市
菅
原
市
長
、
宮
城
県
県

税
事
務
所
吉

田
総
務
次
長
を
は

じ
め
多

く

の
来
賓

の
出
席

の
も

と
開
催
し
た
。

は

じ

め

に

岡

本

会

長

よ

り

一
気

仙

沼

魚

市

場

に

お

い

て
、

夏
漁

の
主
役

で
あ

る
カ

ツ
オ

の

水
揚
げ
が
始
ま
り
、

一
日
あ
た

り

の
水
揚
げ
高
が
四
十

一
年

ぶ

り

に
最
高

金

額

を
更
新

し
た
。

二
十
七
年
連
続

日
本

一
に
向
け

て
今
後
順
調
な
水
揚
げ
を
期
待

す

る
ｃ
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ

の

′

ハ
`扁

L

ヨE.1 」・L

″
″―――卜′

，
７

コ
　
ヽ́

「
　

一Ｔ
一

」

分
類
が

二
類
か
ら
五
類

に
な
り

規
制
も
緩
和
さ
れ
、
ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
観
光
面

で
も

回
復

の
兆
し
が
見
ら
れ
た
。
収

束

が
加
速

さ

れ

る
と

と
も

に
、

経
済
活
動
も
活
性
化
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
。

当
会
青
年
部
会

で
は
昨
年
十

二
月

に
設
立

三
十
周
年
記
念
事

業

が
開
催
さ
れ
た
。
記
念
講
演

会

で
は
作
家

で
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス

ト

の
門
田
隆
将
氏
を
講
師

に
招

き
東

日
本
大
震
災

で
の
福
島

原

発
事
故

に
関
わ

っ
た
日
本
人

の

底
力

に

つ
い
て
、
覚
悟
を
持

っ

て
や
る
べ
き

こ
と
を
考
え
行
動

す

れ
ば
道
は
開
け

る
こ
と
を
熱

く
語

っ
て
い
た
だ

い
た
。

法

人
会

の
活
動

に

つ

い
て
、

今
後
も
状
況
を
見
な
が
ら
、

セ

ミ
ナ
ー
や
講
演
会
な
ど
活
発
な

事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
の
で
、

更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
た

い
。
」
と

の
挨
拶
が
あ

っ

た
ｃ続

い
て
表
彰
式
を
行

い
、
同

一
事
業
所

で
十

五
年
以
上
経
理

事
務

に
従
事

し
企
業

の
発
展

に

寄
与
し
た
四
名

に
表
彰
状
と
記

念
品
を
授
与
し
た
こ

こ
の
後
議
事

に
入
り
、
１
令

和
四
度
事
業
報
告
２
令
和

五
年

度
事
業
計
画
（‐１３１
）令

和
五
年
度
収

支

予
算

の
三
項
目
を
報
告
し
議

案
審
議

に
移

っ
た

）

議
案
審
議

で
は
、
第

一
号
議

案

・
令
和
四
年
度
収
支
決
算
承

認

の
件
が
説
明

の
通
り
可
決
さ

れ
た
。
第

二
号
議
案

・
任
期
満
了

に

伴
う
役
員
改
選

の
件

で
は
理
事

二
十
名
、
監
事

三
名

が
選
出
さ

れ
た
。
新
理
事

に
よ
る
互
選

の

結
果
、
岡
本
寛
氏
が
会
長

に
再

任
さ
れ
、
副
会
長

・
専
務
理
事

が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
た
。

総
会
後
は
同
会
場
に
お

い
て
、

社
会
貢
献
大
賞
表
彰
と
懇
親
会

が
催
さ
れ
、
お
互

い
に
近
況
報

告

や
情
報
交
換
を
し
親
睦
を
深

め
た
ｃ

（
各

団

体

の

活

動

紹

介

は

十

ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

新
年
度
役
員

（順
不
同

・
※
は
新
任
）

●
会
長

岡
本
　
寛

（仰
岡
本
製
氷
冷
凍

△ム
」天

雅
治

（
‐有‐
石
川
電
気
商
会
）

秀
寿

（中
菅
野
ビ
ジ
ネ

ス

セ
ン
タ
ー
）
　
　

　

　

　

　

　

一騰
谷
廣
司

熊
谷
智
範

（帥

マ
ル
ヤ
マ
）
　

佐
藤
克
哉

畠
山
　
淳

（帥
大
谷
観
光
）
　

●
監
事

阿
部
　
隆

（中
阿
部
伊
組
）
　

尾
形
和
優

山
本
富
士
男

（陶
山
本
セ
メ
ン

鈴
木
淳
平

卜
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
井
和
夫

●
専
務
理
事
　
　
　
　
　
　
　
ク
シ
ー
）

加
藤
正
禎

（気
仙
沼
商
工
会
議

所
）
●
理
事

永
年
勤
続
功
労

経
理
担
当
者
表
彰

ヽ _

菅 石 ● 工
野 川 副 場

浅
倉
〕県
理

（卸
三
陸
新
報
社
）
　
　

　

　

　

　

　

　

（敬
称
略
）

臼
井
真
人

（的
自
真
倉
庫
）
　

Ⅲ
足
利
本
店
　
　
紺
野
美
架
子

石
川
尚
美

（同
石
川
）
　

　

　

気
仙
沼
水
産
加
工
業
協
同
組
合

吾
妻
隆
男

（日
吾
妻
モ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
美
代
子

ス
）
小
泉
　
進

熊
谷
英
宣

菅
原
昭
彦

高
橋
正
樹

生
駒
正
博

菅
野
　
潔

勝
倉
宏
明

千
葉
　
健

谷
村
明
信

高
田
俊
邦

所
）
※

佐
藤
俊
輔

小
山
慎
矢

星
　
要

一

一二
措
鋼
　
　
由豆

山
内

一
功

伊
藤
和
長

鵬
大
信

腑
小
野
良
組
）
　

巾
大
信

閉
大
信
）
※

い
男
山
本
店
）
　

ノ
　
一

的
気
仙
沼
商
会
）

Ｈ

閉
東
北
安
田
）
　

＝

側
菅
野
自
動
車
）

Ⅲ旧

勝
倉
漁
業
卸
）
　

　

、

ア
サ
ヒ
冷
熱
伽
）

ア
ー
バ
ン
ｍ
）
　

ロ
ト

ｍ
高
田
電
気
工
業

靭
訓
岬

（鵬
カ
ネ
ダ
イ
）

（府
丸
喜
商
事
）

（喘

エ
ー
ス
産
業
）

（府
三
浦
板
金
工
業
）

（臨
山
内
金
物
店
）

（丸
井
伊
藤
屋
仰
）

ハ
■タ

献
厨
騰

岸
牡
Ｔ

橘
悧
甲

，

↓

　́
―

一

（阿
部
藤
建
設
卸
）

（同
山
藤
運
輸
）
※

（欄
丸
和
）
※

（ｍ
ホ
テ
ル
松
軒
）

（い
気
仙
沼
観
光
タ

三
浦
　
伸
子

藤
村
　
京
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3 令和 5年 7月 31日 法 人 け せ ん ぬ ま 第 167号

令
和
五
年
度

事

業

計

画

２
．

地
域
中
小
企
業
の
健
全
な

経
営
と
発
展

に
資
す

る
事

業

（公
２
）

帽
地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
に

資
す
る
事
業

（０
経
営
セ
ミ
ナ
ー

②
経
済
セ
ミ
ナ
ー

③
財
務

。
会
計
セ
ミ
ナ
ー

④
社
員
実
務
セ
ミ
ナ
ー

⑤
教
養
講
話

⑥
講
演
会

３
．

地
域
社
会

の
健
全
な
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業

（公
３
）

田
地
域
社
会
貢
献
を
目
的
と

す
る
事
業

（１１，‐）社
会
貢
献
大
賞
表
彰

②
）学
校
関
係
、
公
共

・
福
祉

施
設
等

へ
の
物
品
寄
贈

０
講
演
会

の
開
催

４
　
会
員
相
互

の
情
報
交
換
並

び
に
交
流
に
関
す
る
事
業
、
経

営
支
援
事
業
及
び
入
会
促
進
に

関
す
る
事
業

（他

一
）

田
会
員
増
強
運
動
の
充
実

①
新
設
法
人
情
報

の
取
得

②
支
部
に
よ
る
会
員
勧
奨

③
役
員
合
同
会
議

‐２１
会
員
交
流
に
資
す
る
事
業

こ
新
年
会
員
交
流
会

２
総
会
交
流
会

０
役
員
合
同
会
議
交
流
会

，
部
会
移
動
研
修
会

・ｉ
部
会
視
察
研
修
会

Ｃ
支
部
交
流
会

は
会
員
福
利
厚
生
等

に
関
す

る

事
業０
経
営
者
大
型
保
障
制
度

の

普

及
推
進

（０
一一ビ
ジ
ネ

ス
ガ
ー
ド

の
普

及

推
進

３

が
ん
保
険
制
度

の
普

及
推

進
０
貸
倒
保
証
制
度

の
普

及
推

′王

一

ヽ ′

■

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診

の
普
及
推
進

‐４１
支
部
、
部
会

の
充
実

●
部
会
研
修
会

●
支
部
研
修
会

３
膚
桑
支
部
三
〇
周
年
、
歌

汁

・
志
津
川
支
部
四
〇
周
年

記
念
事
業

の
開
催

国
会
員
特
別
融
資
制
度

事
業
活
動
基
本
方
針

１
　
適
正
公
平
な
税
制
と
租
税

負
担
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、

総
力
を
結
集
し
て
政
府

・
国

会

並

び

に
政
党

に
対

し

て

（公
財
）
全
国
法
人
会
総
連
合

を
通
じ
て
強
力
な
要
望
を
行

い
、
そ
の
実
現
を
期
す
る
こ

２
　
税
務
当
局
と
の
相
互
信
頼

に
よ
り
、
税
務
行
政
の
円
滑

な
運
営
に
協
力
し
、
申
告
納

税
制
度
に
寄
与
す
る
。

３
　
′目
計
主
義
を
徹
眠
し
、
経

営

の
合
理
化
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
申
告
体
制
を
確
立

す
る
た
め
誠
実
な
記
帳
と
適

正

な
中
告

の
指
導

に
努

め

る
。
４
　
企
業
経
営
の
健
全
を
期
し
、

企
業

の
合
理
化
、
生
産
性

の

向
上
を
図
る
た
め
経
営

・
経

理

・
労
務
に
関
す
る
研
究
指

導
を
行
う
．

５
　
（公
財
）
全
国
法
人
会
総
連

合
、
東
北
六
県
法
人
会
連
合

会
、
東
北
六
県
法
人
会
連
合

会
、
（
一
社
）
宮
城
県
法
人
会

連
合
会
お
よ
び
関
係
友
誼
団

体
と
連
絡
協
調
を
図
る
と
と

も
に
、
本
会
の
公
益
法
人
と

し
て
の
目
的
達
成
に
必
要
な

事
業
を
実
施
す
る
。

会
員
企
業
、
地
域
経
済
復

興
に
向
け
て
の
支
援
事
業
、

情
報
提
供
を
実
施
す
る
。

ｍ
明
△
ム

Э
参
考
本
、

テ
キ

ス
ト

の
配

付

（自
主
点
検

チ

ェ
ッ
ク

シ
ー
ト

の
普

及
、
推
進
）

２
納
税
意
識
の
高
揚
を
目
的
と

す
る
事
業

０
広
報
誌

の
発
行

２
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
税

情
報

の
広
報

③
租
税
教
室

３
税

の
絵
は
が
き
募
集

Ｃ‐

「
税
を
考
え
る
週
間
」
広

報
及
び
協
賛
事
業

Ｄ

ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
活
用
の

促
進

‐３１
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調

査
研
究
並
び
に
提
言
に
関
す
る

事
業０
税
制
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

②
税
制
改
正
要
望
書

の
関
係

機
関

へ
の
提
出

０
税
制
改
正
要
望
大
会

●
全
国
青
年

の
集

い

Ｇ
全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム

6活
動
内
容

Ｌ
　
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識

。
納
税
道
義
の
高
揚
並
び
に

財
政
及
び
税
制

。
税
務
に
関
す

る
調
査
研
究

。
提
言
に
関
す
る

事
業

（公
１
）

‐１１
税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す

る
事
業
Ｃ
税
務
研
修
会

０
税
や
財
政
講
演
会

３
新
設
法
人
説
明
会

・
決
算

中
告
説
明
会

・
消
費
税
説

Ｌ

哺

日

―

―

―

―

―

■

―

―

―

―

■
―

―

―

―

■

■

■

―

―

■

―

―

―

■

Ｊ

１

１

１

■

―

■

■

―

―

■

―

―

―

■

１

１

１

１

１

■

―

―

田

■

■

―

―

■

日

■

―

田

―

■

―

―

田

旧

‐

日

■

１

１

旧

＝

■

―

■

―

―

―

―

―

■
１

”

ヽ
「
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第 167号 法 人 け せ ん ぬ ま 令和 5年 7月 31日  4

令和4年度正味財産増減計算書【決算】
不十日 当年度 前年度 増 減 適 用

/′経常磐方 の新

①基本財産運用益 160 800 △ 64C 基本財産利息収入

②特定資産運用益 110 289 △ 179 周年記念事業積立資産利息収入

(31)受取会書 8009160 8124340 △115.18C 令和 4年度会書

の事業収林 273.715 257.253 16462 研修会學議料 _PET検 診事務経晋など

⑤受取助成金等 5.995700 6043400 △4770C 全法連、県連助成金

⑥受取負担金 706000 477000 229000 総会・新年会懇親会参加負担金など

(12.曇取寄付令 50000 50.000 岳南法人会義据金

0雑収入 5730フ 7 116.090 456.987 総会・新年会来書祝儀など

経常収益計 15.607.922 15.069172 538750

①事業費 14208343 11554255 2,654,088

役 員報酬 2400 2.400 宮城県連委 員会等出席 日当

給料手 当 4672500 4260060 412.440 職 員給与・手 当

退職給付費 用 540000 448500 91.500 特退金掛金

福 利厚生費 779556 フ32464 47.092 職員福利厚生費・労働保険料・障害保険料

旅費交通費 442.810 258600 184210 セミナー講師旅費等

通信運柵費 668145 620462 4フ 688 研修会案内発送費・電話使用料

印刷製本費 269828 833407 △ 563579 研修会テキスト印刷、情報関連冊子賠入代

会議費 45787 71630 △ 25843 委員会開催費

広報制作費 325.125 289800 3532ら 広報誌制作費 (構成割合 )

会場費 754`175 526365 227810 研修会、総会会場代

諸謝金 2.187.649 1286750 900899 研修会・講演会議師謝金

広告宣伝費 249920 245410 4510 研修会案内広告掲載料

会員交流費 1.747.391 59674フ 1 150644 女性部会・青年部会例会懇親会等

支払負担金 38500 38500 全法連全国大会登録料・部会全国大会登録料・他負担金

支払寄付金 395.000 428.125 △33125 社会貢献事業寄贈品購入費、イベント協賛

表彰費 510.061 409997 100064 社会貢献事業表彰賞金、絵はがきコンクール表彰代

消耗什器備品費 7.935 △ 7935 ファックス機器代

消耗品費 2.095 4.456 △ 2361 事務用品

管倍料 544.500 500.940 43.560 事務所賃借料

燃料費 10.226 8363 1863 車両ガソリン代

雑費 22675 21.844 831 諸雑費

②管理書 3887861 4,359,798 △471.937

得 昌報酬 40.800 26.400 14400 宮 城 県 揮 委 員会 等 出 席 曰 当

給料手 当 1.557.500 1.913.940 △356.440 職 目給与・手 当

恨 II出給付着用 180000 201.500 △21500 特猥令掛令

福利厚生普 259852 329.078 △69226 職昌福利厚生費・労 1動保瞼料・傷害保瞼料

旅書交涌香 121 930 41.220 80710 役職 昌旅普・部会旅費

涌信運柵香 303639 313.517 △9.87〔 会議案内発扶音・電話使用料

印用|1製 本書 96351 89387 6.964 総会・理事会・支割・部会会議資料印刷製本書

会議着 245362 358865 △113.503 役員会開催費

広報制作書 1083フ 5 130.200 △21.825 広報誌制作費 (構成割合 )

諸会着 155250 330400 △175.15C 県連会書・県音揮会費・県女連会費・各団体会書

支払負担金 126500 19000 107.50C 1諸団体行事参加負担金

支払委託費 225000 165000 60.00C 各支部事務委託費

租税 公課 97700 97600 10C 法人税、市 県民税等

新聞図書費 19800 19800 新聞賠読料

慶弔費 100258 19470 80788 慶弔費用

消耗什器備品費 3565 △3565 ファックス機器代

消耗品費 698 2001 △1303 事務用品

賃借料 181.500 225060 △43560 事務所賃借料

燃料費 3.409 3757 △ 348 車両ガソリン代

雑費 63,937 70.038 △ 6101 本部・支部・部会の諸雑費

経常費用計 18.096.204 15.914.053 2182151

当期経常増減額 △ 2.488.282 △ 844881

2を常外君ルの部
(1)経 常外収幕 1400000 200.000 青年割会周年行事稽立金取 崩収 入 女 性 部 会 周 年 行 事 稽 十

(2)経 常外 着 用 1400000 200.000 青年部会周年行事稽立金取 崩 .女 性部会周年行事積寺す出分

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額 △ 2.488282 △ 844881

―機 正 峡 財 崖期 首 彬 高 21,003,041 21.847.922

一般正味財産期末残高 18.514,759 21.003.041

正 味財 産期 末残高 18514759 21,003,041
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令和5年度正味財産増減計算書【予算】
3 31

科 日 当年 度予算 前年度予算 増 減 適 用

/″堂砦夕 の新

①基本財産運用益 800 800 基本財産利息収入

②特定資産運用益 700 700 本部・部会周年記念事業積立資産利息収入

G)8取 会着 7920000 8050000 △ 130,00C 令和5年度会費

の事業収幕 350000 350000 研修会 ●諾 来丼 PFT綸診菫落絡書 書年 .女性蔀会事 業参 加色相金

⑤受取助成金等 5.684900 5736700 △5180C 今法撞公希 日的事 業動 成金 _官城 県 :車動 成金

⑥受取負担金 816000 840.000 △2400C 本部・部会 総会・新年会懇親会参 加角十日金

⑦受取寄付金

0雑収入 850.100 750.100 10000C 本部・部会総会・新年会駅期会参加自 1曰金、広報広告掲載料等

経常収益計 15,622.500 15,728.300 △105,800

6)事業書 12,198,400 13,931,200 △ 1,732,800

役 員報酬 9600 9600 宮城 県揮季 昌会等 出席 日当

給料手当 5,040,000 4.984.000 56.000 職員給与・手当

退職給付費 用 624400 576000 48400 ■恨令掛令

福 利 厘 牛 普 904000 971200 △67,200 職員福利厚生費・労働保険料・障害保険料

旅費交通費 226.000 271.000 △45.000 講師旅費・役職員旅費・部会旅費

涌信揮柵 書 500000 520000 △2000C 研修会案内発送費・電話ファックスインターネット使用料

印刷製本費 290.000 370.000 △80.00C 研修会テキスト印昂||

会議香 60000 60000 委 昌会 開催 書

広報制作費 340.000 340.000 広報誌制作費 (構成割合 )

会場費 360000 405000 △4500C 研修 会等会場代

諸謝金 1,130.000 1,760,000 △630.00C 研修会・講演会講師謝金

広告宣伝 費 175.000 240.000 △6500C 研修 会案 内広告掲載料

会 昌交 滞 普 1000000 1 770000 △770.000 本部・支部・部会会員交流会費用 (総会・新春交流会含む )

支払負担金 60.000 100.000 △40.000 全法連全国大会登録料・部会全国大会登録料・他負担金

支払寄付金 380000 380000 各す蔀ネ十会 音献事 業界 目曽品膳 入書

表彰費 445,000 520.000 △75.000 社会貢献事業営金・永年勤続功労経理担当者表彰

消耗什器備 品費 20000 20000 備 品

消耗品費 20.000 20,000 事務用品

賃借料 580800 580.800 事務所督借料

1郎沐1米1香 9600 9,600 車両ガソリン代

雑費 24.000 24,000 諸雑費

②管理費 3.376700 3472400 △95700

役 員報酬 40.000 40.000 県連会議等 日当

給 料手 当 1260000 1246000 14000 職 昌給 与・手 当

退職給付費用 156.100 144.000 12.100 中退金掛金

福利厚生着 226000 242800 △1680C 職員福利厚生費・労働保険料・傷害保険料

旅費交通費 100.000 160.000 △60.000 役職員旅費・部会旅費

通信運搬 費 300000 300.000 研修 会案 内秦 :美書・雷話フアックスインターネット使 用料

印刷製本費 100.000 105,000 △5.000 総会・理事会・支部・部会会議資料印刷製本費

会議費 240000 240.000

広 報 制 作 書 85000 85000 広報誌制作費 (構成割合 )

諸会費 160.000 160.000 県連会費・県青連会費・県女連会書・各団体会費

支払負担金 80000 80000 県揮総会・6県 軍ヽ営協 議会・諸 団体行事参 加色十日金

支払委託費 252.000 252,000 2商工会へ各支部事務委託費

租税 公課 100.000 100.000 法 人群 市 県 民対等

新 闇 図書 書 20000 20000 新聞購読料

慶弔費 50.000 80000 △3000C 本部・支部・部会 の序 弔着 用

消耗什器備 品書 5000 5000 備 品

消耗品費 5.000 5.000 事務用品

言借 料 145200 145200 事務所賃借料

燃料費 2.400 2.400 車両ガソリン代

雑費 50,000 60,000 △ 10.00C 本部・支部・部会の諸雑費

経常費用計 15,575,100 17,403.600 △ 1.828.500

当期経常増減額 47,400 △ 1,675,300 1,722.700

2′を常グ者;が'の″

(1)経 常外 収 襦 140000 200000 青年部会・女性部会周年行事積立

(2)経 常外費用 140.000 200.000 青年部会・女性部会周年行事積立支出分

当期経常外増減額

当期正味財産増減客百 47400 △ 1,675,300 1,722,70C

し

太 割・寺 熱・細 全 全 言薔開 催 書

1

し
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喘
″

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
占

め
る
割
合

の
５５
％
が
視
覚
情
報

だ
と

い
う

メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則

に
基
づ
け
ば
、
視
覚
情
報

の
大

き
な
部
分
と
な
る
服
装
を
決
め

て
し
ま
う
こ
と
で
、
５５
％
の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ

の
確
保

を
狙
う
と
か
、
活
動
時
間
を
長

く
す

る
た

め

「
迷

い

エ
ネ

ル

ギ
ー
」
を
節
約
す
る
と
か
、
日

的

に
対
す

る
手
段

で
あ

れ
ば

「
型
化
」
で
あ
り
、
特
別
の
意
味

も
な
く
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

「
定
型
化
」
と
な
り
そ
う

で
す
。

い
ず
れ
で
も
、
「
黒

の
タ
ー
ト

ル
ネ

ッ
ク
と
ジ
ー
ン
ズ
」
と

い

う
装

い
が
変
わ
る
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
変
わ
ら
な

い
理
由

が

「
型
」
化
だ
と
し
た
ら
、
も

し
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
ブ
ラ
ン
ド
を
塗

り
替
え
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
発

信
を

企

て
た
と
す

る
な

ら
、
一
５５
％
」
を
狙

っ
た
服
装
も

き

っ
と
大
変

化

し
た

で
し

ょ

う
。「
迷
う
」
か
ら
生
ま
れ
る
型
化

の
柔
軟
性
は
、
戦
略

に

つ
な
が

る
余
地
を
残

し
ま
す
。
今

の
と

こ

ろ
、

定

型

化

で
動

く

コ

ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
に
は
、

こ
う

し
た

ワ
ザ
は
使
え
ま
せ
ん
。
ど
う

に

か
ま
だ
ま
だ
人

に
も

分
が
あ
り

そ
う
だ
と
、
ホ

ッ
と

ひ
と
安
心

と

い
う
と

こ
ろ
で
す
ｃ

【筆
者
紹
介
】

Ａ
Ｉ
に
仕
事

が
奪
わ
れ
る
？

チ

ャ

ッ
ト

Ｇ

Ｐ

Ｔ

と

か
、

オ
ー
プ

ン
Ａ
Ｉ
な
ど
と

い
う
言

葉
が
急
速

に
広
ま

っ
て
き
ま
し

た
。
「
つ
い
に
人

間
が

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

ー

に
指

示

さ

れ

る
時

代

が

や

っ
て
き
た
」
と

い
わ
れ
る

一

方

で
、
「
い
や

い
や
人
間
に
は
ま

だ
ま
だ
追

い
つ
け
な

い
」
と

い

う
声
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
人
と

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

の
分
岐
点

に
あ

る
、
決
断

の
速

さ

と

活

動

の
持

続

性

か

ら
、
人

の
強

み
を
眺
め

て
み
ま

し

よ

つヽ
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
ー
を
動
か
し
て
い
る
プ

ロ

グ
ラ
ム
に
は
、
選
択
肢
は
○
か

×
の
２

つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

人
の
場
合
は
、
そ
も
そ
も
２

つ

に
絞
り
込
む
の
も
大
変
と

い
う

よ
う
に

「
迷
う
」
と

い
う
現
象

を
ゼ

ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
上
、
人
に
は
疲
れ
も
生
ま
れ

ま
す
。
休
憩
を
要
す

る
人
間
れ

ば

動

き

続

け

る

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

の
方

が
、
長
く
稼
働

で
き

る
と
な
れ
ば

「
Ａ
Ｉ
に
仕
事

が

奪
わ
れ
る
」
と

い
う
懸
念

は
現

実

の
も

の
に
な

っ
て
し
ま

い
そ

う

で
す
。

と

こ
ろ
で

「
迷
う
」

は
、
日

的

へ
の
最
適
化
を
探

る
と

こ
ろ

に
表
れ
る
わ
け

で
、
そ
れ
は
自

身

の
成
長

に
も
、
質
的
向
上

に

も

つ
な
が
る
入
り

口
で
も
あ
り

ま
す
ｃ
組
織

に
も
、
次

へ
の
投
資
と

考
え

る
と

「
迷
う
」

は
あ
な
が

ち
否
定
さ
れ
る
こ
と

で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し

ろ
取
り
組
む

ベ

き

こ
と
は
、
「
迷
う
」
時
間

の
短

縮

と

い

う

「
迷

い

エ

ネ

ル

ギ
ー
」

の
節
約

で
す
。

そ
こ
で

ょ
く

ォ

ス
ス
メ
さ
れ

る

の
は
、

仕
事

の
定
型
化

で
す
が
、
そ
れ

で
は

一
迷
う
」

の
も
た
ら
す

メ

リ

ッ
ト
が
生
ま
れ
る
余
地
は
あ

り
ま
せ
ん
ｔ

そ
れ
で
は
、

日
本

に
古
く
か
ら

あ

る
「
型
」
化
な
ら
ど
う

で
し

ょ

う
ｃ
茶
道

に
華
道
、
柔
道
、
剣

道
、
能

や
歌
舞
伎
等

々
に
あ

る

の
は

「
型
」

で
す
が
、
そ
れ
を

「
定
型
」
と
は

い
わ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
差
は
そ
れ
ぞ
れ
が
掲
げ

た

「
あ

る
べ
き
姿
」
と

い
う

目

標
と
、
そ

の
こ
と
を
取
り
巻
く

周
囲
と

の
や
り
と
り

に
あ
り
そ

う

で
、
型

に
収
ま

る
と

い
う

よ

う

に

「
さ
ん
ざ

ん
迷

っ
た
揚
げ

句
、
生
ま
れ
る

の
が
型
化
」

で
、

「
他
者

が
決

め
た

こ
と
を

行
う

の
が
定
型
化
」
と

い
う
整
理
が

で
き

そ
う

で
す
。

そ
う

い
え
ば
、

Ａ
ｐ
ｐ
ｌ

ｅ

の
故

ス
テ
イ
ー
ブ

・
ジ

ョ
ブ
ズ

の
服
装

で
す
が
、
彼
が
Ａ

ｐ
ｐ

ｌ

ｅ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す

る
時
は

（実
は
普
段
も

同
じ
服

装
）
、
常

に
黒

の
タ
ー
ト

ル
ネ

ッ

ク
に
ジ
ー
ン
ズ

で
し
た
。
あ
れ

は
型
化
だ

っ
た

の
か
、
そ
れ
と

も
定
型
化
だ

っ
た

の
で
し

ょ
う

定
型
業
務
と
、
「型
」
業
務

ｍ
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
代
表
　
代
表
　
ナ
ハ

田
同
　
ｆ
Ｔ

肱
い

，
Ｔ

玄
間
千
映
子

（げ
ん
ま

。
ち
え

こ
）鵬
ア
ル
テ
イ
ス
タ
人
材
開
発

研
究

所

代
表
。

囲
學

院
大

學

卒
。
米
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
大
学
大

学
院
卒
後
、
米

ス
タ
ン
フ
オ
ー

ド
大
学
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
修

了
。
現
在
、
信
州
大
学

の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
技
術
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
他
、
団
体
役
員
な
ど
を

併
任
。
著
書
に
『朗
働

の
時
代
』

『
ジ

ョ
ブ

・
デ

ィ

ス
ク

リ

プ

シ
ョ
ン

一
間

一
答
』
『
リ
ス
ト
ラ

無
用

の
会
社
革
命
』
な
ど
。

③
，・‘∵

″
ヽ

週
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完璧主義ですか ?

デメリットに気づきましょう
産業カウンセラー 本自ラ本: 勇 “―

原
料
不
足
や
値
上
げ
に

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
ず
に

焦

つ
た
Ａ
さ
ん

食

品
会
社

に
入
社

し

て
１０

年
。
５
年
前
か
ら
商
品
管
理
部

門
で
働
き
、
そ
ろ
そ
ろ
チ
ー
フ

の
肩
書
も
う
わ
さ
さ
れ
て
い
る

３０
代
前
半

の
男
性
Ａ
さ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
原
料
不

足
や
値
上
げ
な
ど
で
仕
事
が
進

ま
ず
焦

っ
て
い
ま
し
た
。

早
く
判
断
し
て
処
理
し
な
け

れ
ば

い
け
な

い
の
で
す
が
、
慎

重
す
ぎ
て
時
間
が
か
か
り
、
ま

す
ま
す
仕
事
量
が
増
え
る
悪
循

環

の
毎
日
に
、
夜

の
眠
り
も
浅

く
な
り
、
疲
労
感
も
強
く
な
り

ま
し
た
。
「
職
場
で
は
言
え
な

い

の
で
」
と

い
う
こ
と
で
相
談
を

受
け
ま
し
た
の
で
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
厳
守
を
約
束
し
て
対
応
し

ま
し
た
。

不
測

の
事
態
に
臨
機
応
変
に

対
応

で
き
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

自
分
の
気
持
ち
や
普
段

の
仕
事

ぶ
り
を
聞

い
た
結
果
、
ひ
と

つ

ひ
と

つ
の
仕
事
を
間
違

い
な
く

完
璧
に
し
な
け
れ
ば
落
ち
着
か

な

い
、
と

い
う
考
え
が
強

い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
な

い
こ
と
」

上
司

の
ひ
と
こ
と
が
奏
功

こ
こ
で
は
あ
え
て
疲
労
感
と

表
現
し
ま
し
た
。
疲
労
と
疲
労

感
の
違
い
を
分
か
つ
て
ほ
し
か
つ

た
か
ら
で
す
ｃ
Ａ
さ
ん
が
感
じ

て
い
る
疲
れ
は
仕
事

の
忙
し
さ

と

い
う
よ
り
も
、
で
き
て
い
な

い
仕
事

へ
の
不
安
が
心
を
疲
れ

さ
せ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ジ

ョ
ギ
ン
グ
を

し
た
後

の
疲
れ
は
ま
さ
に
疲
労

で
す
。
休
養
す
れ
ば
回
復
し
ま

す
。疲
労
感
は
休
ん
で
も
改
善
さ

れ
ま
せ
ん
。
「
誰
か
ら
も
批
判
さ

れ
な

い
よ
う
に
完
璧
に
し
な
け

れ
ば

い
け
な

い
」
と

い
う
考
え

方
が
自
分
自
身
を
苦
し
め
て
い

た
の
で
す
。

順
調
だ

っ
た
Ａ
さ
ん
の
仕
事

が
滞

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い

た
上
司
が
、
「
誰
だ

っ
て
う
ま
く

い
か
な

い
時
は
あ
る
。

自
分
だ
け
で
苦
し
ん
で
い
る

ん
じ

ゃ
な

い
か
な
。
仕
事
は
ひ

と
り

で
抱
え

込

む

の
で
は
な

く
、
周
囲
と

コ
ミ

ュ
ニ
ヶ
ｌ
シ

ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
大
事
だ
。

コ
ロ
ナ
で
在
宅
組
も

い
た
こ
と

も
影
響
し
た
か
な
」
と
語

っ
て

く
れ
ま
し
た
ｃ
そ
の
言
葉
に
Ａ

さ
ん
も
、
自
分
の
思

い
込
み
か

ら
、
自
分
に
ダ
メ
出
し
を
し
て

い
た

こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。

な
か
な
か

い
い
上
司
で
す
。

自
分
に
も
寛
容
に

‥
・

柔
軟
性
と
適
応
力
が

生
ま
れ
ま
す

完
璧
主
義
は
も
ち
ろ
ん
長
所

も
あ
り
ま
す
。
長
所
と
は

①
責
任
感
が
強

い

②
最
後
ま
で
手
を
抜
か
な

い

③
信
頼
を
裏
切
ら
な

い

な
ど
で
す
。

短
所
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ

ち
ら
の
方
が
実
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
列
挙
す
れ
ば

①
自
分
に
厳
し
く
ダ
メ
な
自

分
ば
か
り
見
て
自
分
を
追

い
詰

め

る

②
他
人
に
厳
し
く
ち

ゃ
ん
と

や
い
な

い
人
を
責
め
る

③
視
野
が
狭
く
少
し
で
も

つ

ま
ず
く
と
意
欲
を
失

っ
て

し

ま

う

④
徹
底
的
に
取
り
組
む
た
め

に
仕
事
が
遅
く
な
る

⑤
柔
軟
さ
に
欠
け
完
全
で
な

け

れ
ば

意

味

が
な

い
と

考

えヽ
７０

な

ど

で
す

ｃ

職
場
で
孤
立
し
て
い
る
姿
が

浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
か
。
完
璧

主
義
か
ら
離
れ
て
、
自
分
に
寛

容

に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

他
人
に
対
し
て
も
寛
容
に
な
れ

ま
す
ｃ
柔
軟
性
と
適
応
力
が
あ

れ
ば
、
職
場

の
人
間
関
係
は
良

く
な
る
で
し
よ
う
。

Ａ
さ
ん
の
日
か
ら
も

「
す
べ

き
」
「
し
な
け
れ
ば
」
と

い
う
言

葉

が
多

く
出

ま

し
た
。

そ

し

て
、
そ
の
言
葉
を
生
み
出
す
考

え
が
邪
魔
を
し
て
い
た
こ
と
に

気
づ

い
て
く
れ
た
の
で
す
。

職
場
も
仕
事
も
大
き
く
変
化

し
て
い
く
時
代
で
す
。
柔
ら
か

思
考
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

い
か
に
適
切
か
、
Ａ
さ
ん
の
例

が
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

【筆
者
紹
介
】

柏
木
勇

一

（か
し
わ
ぎ

・
ゆ
う

い
ち
）

大
学
卒
業
後
、
新
聞
社

勤
務
を
経
て
、
現
在
Ｅ
Ａ
Ｐ
企

業

で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活

動
。
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家

族
相
談
士
、
交
流
分
析
士
。

ヽレ
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国税庁 税について調べる

チャットボット (ふたば)では、次の方法で質問すると、

AI(人工知能)が 自動回答します。

・ ご質問したいことをメニューから選択

・ 自由に文字で入力

② タックスアンサー を利用する

タックスアンサーでは、国税の浴ある質問に対する一般的な

回答を次の方法で調べることができます。

・ 自分に含つた状況から探す (質問形式による検索 )

・ キーワ… ドによる検索

・ 税金の分野ことに調べる
タックスアンサーは
こちらから

∩
0「

相談可能税目について

高匡

`:ヨ

■M

°
消費税

の 確定申告  ・インボイス制度  0年末調整

※「年末調整」の利用可能期間は、10月上旬から翌年 1月下旬までとなります。

チャットボット
(税務職員ふたば)

国税に関するこ質問・ご相談は

国税庁ホームページで解決 [

国税庁ホームベージで解決しない場合には、「電話相談センター」

をご利用ください

EIEE】
国税庁 法人番号7000012050002        (R55)

区

① チャットボット (ふたば)に質問する

チャットボットは
こちらから
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電話で解決 『電話相言
`ヽ

センター』 へつながります。

ヽ

１

１

　

‐ヾ

所轄の税務署へ 電話する

税務署の電話番号
はこちらから

※ 相談内容によっては、税務署へのこ相談をお願いする場合がこざいます。

電話相談センターを選択する

音声案内に従い、

「 1」 電話相談センターを選択

インボイス制度及び消費税

の軽減税率制度に関する一般

的なこ質問は「3」インボイス

コールセンターを選択する

相談内容を選択する

音声案内に従い、相談する内容の番号を選択する

「 1」 所得税
「2」 源泉徴収、年末調整、支払調書
「3」 譲渡所得、相続税、贈与税、財産評価
「4」 法人税
「5」 消費税、印紙税
「6」 その他

税務署での相談は、事前予約が必要です。

書類や事実関係を確認する必要がある場合など、

チャットボットやタックスアンサー、電話相談

センターによる解決が困難な相談については、

面接にて相談を受け付けています。

一
一
由

所轄の税務署へ電話して音声案内「2」 を選択してください (「税務署」に繋がります。)。

する

●●

ヽ

′ ヽ
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社
会
福
祉
部
門
賞

フ
ー
ド
バ
ン
ク
気
仙
沼（気
仙
沼
）

市
民
の
協
力

の
も
と
、
食
材

や
食
品
等
を
必
要
と
し
て
い
る

方

々
へ
各
団
体
等
を
経
て
届
け

て
い
る
。
ま
た
寄
付
物
資
を
受

け
付
け
る
た
め
の
フ
ー
ド
ポ
ス

ト
を

二
〇

二

一
年

よ
り
市
内

六
ヶ
所
に
設
置
。
そ
の
他

フ
ー

ド
バ
ン
ク
祭
、

ワ
ン
テ
ン
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
等
様

々
な
企
画
を

行

っ
て
活
動
し
て
い
る
。
主
な

支
援
先
は

「
子
供
食
堂
イ
ー
ト

る
」
「
子
供
食
堂

ｏ
ｏ
＞
”
Ｃ
」
「
ひ

あ
り
ん
く
気
仙
沼
」
「
高
松
園
」

「
各
災
害
公
営
住
宅
」
等
多
岐

に
及
ぶ
ｃ
命
を
左
右
す
る
「
食
」

に
主
眼
を
置
き
、
災
害
支
援

の

み
な
ら
ず
未
来
を
担
う
子
供
た

ち
に
も
視
線
を
向
け
た
幅
広

い

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ふ
る
さ
と
活
性
化
部
門
賞

海
上
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

実
行
委
員
会

（唐
桑
）

震
災
後
、
唐
桑
町
内

の
海

の

清
掃

や
牡
蠣
筏
等

の
修

理

に
来

て

い
た

「
静
岡
県
伊
豆
海
洋
公

園
ダ
イ
ビ

ン
グ
セ

ン
タ
ー
」

の

ダ
イ
バ
ー
達
が
伊
豆

で
水
中

ク

リ

ス

マ
ス
ツ
リ
ー
を
設
置
す

る

イ

ベ
ン
ト
を
行

っ
て
お
り
、
唐

桑

に
も

四
メ
ー
ト

ル
の
ツ
リ
ー

を
贈
ら
れ
た

こ
と
が
き

っ
か
け

で
、
そ
れ
を
海
上

に
設
置
し
多

く

の
方

々
に
喜

ん
で
も
ら
う
た

め
実
行
委
員
会
が
設
立
。
震
災

後

の
唐
桑

の
夜
は
暗
く
寂

し

い

雰
囲
気

で
あ
り
、
特

に
冬

は
人

通
り
も
少
な
か

っ
た
た
め
イ

ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
開

催
す

る
こ
と

で
地
域

に
元
気
と

明
る
さ
を
供
給
し
唐
桑

の
活
性

化
に
繋
げ
よ
う
と
毎
年
場
所
を

変
え
な
が
ら
開
催
、
今
年
で
十

回
目
を
迎
え
る
。
演
奏
会
や
ク

リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ

ッ
ト
も
同
時

に
催
し
賑
わ

い
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
唐
桑
の
冬

の
風
物
詩

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

観
光
振
興
部

門
賞

田
東
山
観
光
公
園
保
存
会（本
吉
）

昭
和
六
十
二
年
に
策
定
さ
れ

た

「
田
東
山
観
光
開
発
ビ
ジ

ョ

ン
」
に
よ
り
、
西
暦
八
四
二
年

の
開
山
以
来
多
く

の
人
々
の
信

仰
を
集
め
、
山
伏

の
修
行
場
で

も
あ

っ
た
霊
山
田
東
山
に
三
十

三
観
音

・
七
観
音

。
大
聖
不
動

明
王
を
建
立
す
る
計
画
が
立
て

ら

れ
た
。

沢

山

の
方

か

ら
賛

同

・
寄
進
を
受
け
、
平
成
三
年

五
月
三
十
三
観
音
、
平
成
六
年

五
月
七
観
音
、
平
成
八
年
十

一

月
田
東
山
大
聖
不
動
明
王
が
完

成
し
た
。
以
降
は
五
月

の
つ
つ

じ
の
時
期
に
田
東
山
石
像
公
園

ま

つ
り
を
開
催
し
、
護
摩
祈
祷

を
実
施
し
て
い
る
。
長
年
に
渡

る
田
東
山
の
環
境
保
全
並
び
に

石
像
公
園
ま

つ
り
の
開
催
で
地

域

の
歴
史
を
伝
え
、
賑
わ

い
を

創
出
す
る
な
ど
地
域
観
光
に
寄

与
し
て
い
る
。

地
域
交
流
部
門
賞

南
三
陸
町
歌
津
海
山
大
地

交
流
推
進
協
議
会

（歌
津
）

山
形
県
庄
内
町
、
栃
木
県
那

須
町
高
久
中
学
生
等
と
の
漁
業

体
験
交
流
事
業
等
を
通
算
二
十

五
年
に
渡
り
実
施
。
震
災
後

の

復
興
復
旧
の
際
に
は
、
山
形
県

庄
内
町
を
は
じ
め
交
流
し
て
い

た
地
域
よ
り
絶
大
な
支
援
を
受

け
、
家

屋

や
地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
が
失
わ
れ
内
向
的
だ

っ
た

方
や
復
興
住
宅
等
に
移
り
住
ん

だ
方

々
と

の
新
た
な
絆
が
再
生

さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
下
も
リ
モ
ー

ト
に
よ
り
交
流
を
継
続
。
地
域

再
生

の

一
環
で
泊
浜

の
岬
に
六

月
ひ
ま
わ
り
、
九
月
菜

の
花
を

植
え

「
ひ
ま
わ
り
岬
」
と
し
て

撮
影
会
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
毎

年
整

備
等

を
行

っ
て

い

る
。
交
流
事
業

の
み
な
ら
ず
、

化
石
地
質
説
明
案
内
等
地
域
資

源
を
活
用
し
た
事
業
も
行

い
、

幅
広
く
地
域
社
会
発
展
の
た
め

活
動
し
て
い
る
。

環
境
保
護
部
門
賞

南
三
陸
地
域
イ
ヌ
ワ
シ
生
息

環
境
再
生
ブ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

協
議
会

（志
津
川
）

気
仙
沼

・
南
三
陸

・
女
川

・

石
巻

・
登
米

の
東
部
か
ら
な
る

南
部
北
上
山
地
は
日
本
有
数

の

イ

ヌ
ヮ
シ
生
息
地
だ

っ
た
が
、

こ
こ
三
十
年
ほ
ど
で
絶
滅
危
機

に
瀕
し
、
生
育
環
境
が
減
少
し

た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
南
三
陸
地
域

に
イ

ヌ
ヮ
シ
が
生
息
繁
殖
で
き

る
山
林
環
境

の
再
生
を
目
的
と

す
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
二
〇

一

六
年
十

一
月
に
発
足
し
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
関
係
者
と

の
連

携
協
働
を
強
化
し
、
取
組
み
を

進
め
る
べ
く
二
〇
二

一
年
五
月

十
日
に
協
議
会
が
設
立
、
二
〇

二

一
年
六
月
に
絵
本

「
イ
ヌ
ヮ

シ
の
棲
む
山
」
を
発
行
し
南
三

陸
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
寄

贈
。
地
域
に
お

い
て
絶
減
が
危

惧
さ
れ
る
イ
ヌ
ヮ
シ
の
生
息
環

境
を
守
り
、
人
の
暮
ら
し
と
自

然

の
恵
み
が
調
和
す
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、
官
民
連
携
し

て
継
続
的
に
活
動
し
て
い
る
。

″
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未
加
入
企
業
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い

―

会

員

募

集

中

―

法
人
会
は
よ
き
経
営
者
を
目

指
す
も
の
の
団
体
と
し
て
会
員

の
積
極
的
な
自
己
啓
発
を
支
援

し
、
納
税
意
識
の
向
上
と
企
業

経
営
お
よ
び
会
社
の
健
全
な
発

展
に
貢
献
し
ま
す
。

正
し
い
税
知
識
を
は
じ
め
企

業
経
営
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や

情
報
を
提
供
す

る
為
、
セ
ミ

ナ
ー
や
講
演
会
を
開
催
し
、
経

営
者
自
身
や
幹
部
社
員

・
各
部

門
担
当
者
の
人
材
育
成
に
も
お

役
に
立

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
常
に
企
業
の
立
場
で

全
国
の
会
員

の
声
を
集
結
し
、

大
局
的
見
地
か
ら
税
制
改
正
に

つ
い
て
強
く
意
見
活
動
を
続
け

て
お
り
、
仲
間
が
多

い
ほ
ど
大

き
な
実
り
が
あ
り
ま
す
。

お
知
り
合

い
の
事
業
所
で
、

ま
だ
会
員
に
な

っ
て
い
な
い
方

が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
是
非
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

C

法人ニュース広告募集

当会では年 4回 (5、 7、 10、 1月 )会報を発行し
ております。

配布対象先は気仙沼・唐桑・本吉・歌津・志津川

に事業所のある会員と関連団体です。

広告の掲載をご希望の方は事務局までご連絡くだ

さい。 (22-9107)

税に強い経営者が
次世代を支えるr

一　
　
一

１

上Ｅ

橘
一́．

′
●

心の底に沈んだ “不安 "と 上手につき含 う :

職場のメンタルヘルス対策講座
講師 :大谷 尚子 氏 (卜 トノエトトノウ代表、産業カウンセラー)

午後 1時 30分～ 3時 30分

◎会 場:ゲストハウスアーバン
(気i山沼市本郷 22¨ 15 電話 23‐9696)

◎受講料 :会員無料・非会員 2,000円
※受講ご希望の方は事前に事務局までお申し込みください。

※状況により中止・延期となる場合があります。

≪ 主 な 講 座 内 容 ≫

●「こころ」が風邪気味なのかを

判断するには

●「こころ」の切り替え術

● あなたの周りに「こころ」が

風邪気味の人がいたら

●職場、自宅でできる

リラクゼーションワーク

@E E+: 8tr 23 E (zJ<)

公益社団法人気仙 沼法 人会 《電話OFAX 22・9107》

法 人 会 セ ミ ナ ー の こ 案 内

名刺・伝票・ハガキ・ラベル・会報等々
― 最短納期でお応えします―

目隠しシール「情報守くん」、省資源対策「往復封筒」等
自社開発商品もございます。

双葉 印刷株式会社
〒988-0866宮城県気仙沼市内松川41-1
TEL(0226)25-8215 FAX25-8216
http://www.futaba― insatsu.co.Jp
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